








要約:学童期小児の骨折頻度は急激に増加しており、原因の一つにライフスタイルの変化

に伴う運動不足が挙げられている。我々は小学校 3 年生(9 歳)男女を対象に、一日の平均

歩行量・骨量及び骨代謝マーカーを検討してその相関をみた。男児女児共に、一日 15000

歩を境にして、それ以上の場合に骨吸収マーカーは高く、高い骨代謝回転状態が示唆され、

骨密度は腰椎・下肢・躯幹という重力負荷のかかる骨に加えて、頭・上肢を含め骨密度の

高いことが明らかとなり、運動の重要性が示唆される結果を得た。


